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１．概要（Summary） 

リチウム硫黄二次電池への Li2S 正極の適用に向けて

は、正極活物質（Li2S）と集電体及び導電助剤との密なコ

ンタクトの構築が重要である。今回、Li2S と集電体・導電

助剤とのコンタクト向上を目指し、早稲田大学ナノテクノロ

ジー研究センターの FE-SEM（S-4800）を利用して Li2S

正極の観察を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

FE-SEM（S-4800） 

 

【実験方法】 

ナフタレンのTHF溶液(Naph:Li=1:1, mol)にLi金属

を加えることにより、リチウムナフタレニド溶液を合成した。

続いて、リチウムナフタレニド溶液に KB を添加して超音

波処理を行った後、硫黄のトルエン溶液を滴下することで

Li2S/KB 分散液 (Li2S:KB=5:1, wt.)とした。さらに、

Li2S/KB 分散液をカーボンペーパー(9 mmφ)に滴下し

て真空乾燥することで Li2S 正極を作製した。滴下時の条

件として、(i)滴下のみの場合と(ⅱ)吸引ろ過を行いながら

滴下した場合の2つの条件設定で行った。そして、作製し

たこの Li2S正極の観察を FE-SEM（S-4800）で行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

以下の Fig.1に作製した Li2S正極の FE-SEMによる

観察結果を示す。この観察により、吸引ろ過により炭素基

板と活物質のコンタクトが密になったことが確認された。こ

のことから、炭素基板と活物質の密なコンタクトの形成によ

り活物質の利用率が向上すると期待される。 
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Fig.1 SEM images of Li2S cathodes fabricated by 

different conditions (i) and (ⅱ). 

 

４．その他・特記事項（Others） 

･ALCA-SPRING(JST)「先端的低炭素化技術開発-

次世代蓄電池」 
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